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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第55期
第３四半期
連結累計期間

第56期
第３四半期
連結累計期間

第55期
第３四半期
連結会計期間

第56期
第３四半期
連結会計期間

第55期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　12月31日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    12月31日

自　平成20年
　　10月１日
至　平成20年
　　12月31日

自  平成21年
    10月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成20年
    ４月１日
至  平成21年
    ３月31日

売上高 (千円) 7,208,4507,869,2592,396,4422,636,7409,599,087

経常利益 (千円) 316,877 316,481 155,054 146,768 420,280

四半期(当期)純利益 (千円) 187,804 195,441 107,039 83,901 219,775

純資産額 (千円) ― ― 5,334,7695,542,9925,347,961

総資産額 (千円) ― ― 6,840,7367,261,9966,901,086

１株当たり純資産額 (円) ― ― 637.58 663.83 638.68

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 23.26 24.54 13.33 10.53 27.30

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 74.3 72.8 73.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △37,701 127,844 ― ― 193,596

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △48,955△400,495 ― ― 202,510

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △107,117△65,614 ― ― △107,927

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 1,634,6301,789,0732,116,585

従業員数 (名) ― ― 638 773 671

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。ただし、一部免税事業者である連結子会社の消費税等が含まれて

おります。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益につきましては、潜在株式がないため、記載しておりません。

３　従業員数は、就業人員数を表示しております。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成21年12月31日現在

従業員数(名) 773(2,684)

(注) １　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向

者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

３　臨時従業員には、パートタイマー及びアルバイトを含み、派遣社員を除いております。

　

(2) 提出会社の状況

平成21年12月31日現在

従業員数(名) 526(2,144)

(注) １　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員であります。

３　臨時従業員には、パートタイマー及びアルバイトを含み、派遣社員を除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 金額(千円) 前年同四半期比(％)

ビルメンテナンス事業 1,791,109 23.3

警備事業 712,954 △6.9

その他の事業 132,676 ―

合計 2,636,740 10.0

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。
２　金額は、販売価格によっております。
３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。ただし、一部免税事業者である連結子会社の消費税等が含ま
れております。

４　従来、区分表示しておりました総合アウトソーシング事業は、重要性がないため、第１四半期連結会計期間から
「その他の事業」に含めて表示することに変更いたしました。このため「その他の事業」につきましては、前
年比較ができないため前年同四半期比は記載しておりません。

　

(2) 受注実績

当社グループは見込み生産を行っていないため、該当事項はありません。

　

(3) 販売実績

販売実績は生産実績と同一であるため記載しておりません。

　なお、主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は次のとおりであります。
　

相手先

前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

㈱大丸 554,979 23.2 389,154 14.8

　　　　　(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、または前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当社は、平成21年11月24日開催の取締役会において、中央管財株式会社（以下「中央管財」という。）と

の間で、当社を株式交換完全親会社とし、中央管財を株式交換完全子会社とする株式交換を行うことを決議

し、同日付で株式交換契約を締結いたしました。詳細につきましては、「第５ 経理の状況 １ 四半期連結財

務諸表 注記事項（重要な後発事象）」をご参照下さい。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

以下の記載事項のうち、将来に関する事項につきましては、本四半期報告書提出日現在において、当社グ

ループ(当社及び連結子会社)が判断したものであります。　

　

(1)経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、輸出や生産の一部増加によって景気は若干持ち直し

が見られたものの、企業収益の落ち込みや依然として続いている雇用・所得環境の不安を背景とした個人

消費の低迷により先行き不透明な状況が続いております。

ビルメンテナンス・警備業界におきましても長引く不況や空室率の増加等によって発注先の経費削減

要請が続いており、非常に厳しい経営環境に置かれております。

こうした中で、当社グループでは前連結会計年度からスタートした「白青舎グループ中期計画（平成20

年度～平成22年度）」に基づき、売上高拡大の実現という「業容拡大への挑戦」と契約額減額や解約に対

する「縮小への防御」を基本テーマとして積極的に営業活動を展開いたしました。また多様化するお客様

のニーズに最大限お応えすべく、業務品質の向上とローコスト運営に努めてまいりました。

前第４四半期連結会計期間から受注した神奈川県内の大型商業施設のほか、本年４月から連結子会社が

会社分割により承継した上野・銀座・名古屋・静岡などの大型商業施設の業務受注によって業容の拡大

を図ることができました。更に新規受注物件の獲得に意欲的に取組んだ結果、大阪・心斎橋における大型

商業施設の受注を獲得いたしました。

これらの結果、当第３四半期連結会計期間における売上高は26億３千６百万円（前年同四半期比１０．

０％増）となりました。また、利益面ではグループ会社統合の効果を最大限追求し、後方部門の費用削減を

図るとともに、効率的な人員配置や外注作業の入札実施などによって原価削減を図ってまいりました。し

かし、新規受注物件に係る受注単価の下落や初期費用の発生もあり、営業利益は１億３千９百万円（同

３．３％減）、経常利益は１億４千６百万円（同５．３％減）、四半期純利益は８千３百万円（同２１．

６％減）となりました。

　

事業の種類別セグメントの業績を示すと次のとおりであります。なお、「第５　経理の状況　１　四半期

連結財務諸表 注記事項 （セグメント情報）」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より事業の種

類別セグメントの区分を変更しております。このため、「その他の事業」につきましては、前年比較がで

きないため前年同四半期比は記載しておりません。

①ビルメンテナンス事業

当事業では、受注ビルの清掃管理（日常清掃、床面・窓ガラス等の定期清掃、外壁・照明器具等の特

別清掃）、衛生管理（空気環境測定、飲料水水質検査、各種貯水槽のメンテナンス、害虫・ねずみ・昆虫

の防除、廃棄物処理）、設備管理（各種設備の運転管理・制御、受変電設備・消防設備・ボイラー・冷

凍機・空調機・エレベーター等の保守整備及び法定点検）及びその他の業務（ホテルの客室整備、ク

リーンルーム清掃、ハウスクリーニング、厨房・調理場等のサニテーションシステム）等の請負を主た

る事業としております。

大型商業施設の新規受注により、売上高につきましては、17億９千１百万円(前年同四半期比２３．

３％増)となりましたが、営業利益は８千８百万円(同７．６％減)となりました。

②警備事業

当事業では、不特定多数の人が利用するデパートやビルにおける常駐警備、契約ビルに設置している

警備機器による機械警備のほか、駐車場警備、保安警備・工務警備等の請負を主たる事業としておりま

す。

景気低迷による解約・減額及び仕様変更などにより、売上高は７億１千２百万円(前年同四半期比
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６．９％減)となりましたが、営業利益に関しましては、新規業務の初動経費が発生した前年同四半期

と比べ増益となり、３千６百万円(同８．０％増)となりました。

③その他の事業　　

その他の事業として、一般貨物運送、営業倉庫等の物流業務、ビルメンテナンス関連商品の販売等や

アウトソーシング業務を行っております。

　アウトソーシング業務における解約・仕様変更等により、売上高は１億３千２百万円、営業利益は１

千６百万円となりました。

　

(2)財政状態の分析

①流動資産

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べ１億７千２百万円減少

して、42億４千５百万円となりました。これは主として、売掛金が１億４千８百万円、仮払金が７千５

百万円増加した一方で、現金及び預金が２億６千７百万円、有価証券が１億３千８百万円減少したこ

とによるものであります。

②固定資産

当第３四半期連結会計期間末における固定資産は、前連結会計年度末に比べ５億３千３百万円増加

して、30億１千６百万円となりました。これは主として、投資有価証券が３億６百万円、長期預金が２

億円、のれんが６千６百万円増加したことによるものであります。

③流動負債

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末に比べ１億４千万円増加して

10億４千万円となりました。これは主として、未払金が７千７百万円、未払費用が５千４百万円、未払

法人税等が７千３百万円、未払消費税等が３千１百万円増加した一方で、賞与引当金が８千７百万円

減少したことによるものであります。

④固定負債

当第３四半期連結会計期間末における固定負債は、前連結会計年度末に比べ２千５百万円増加し

て、６億７千８百万円となりました。これは主として、リース債務が１千７百万円、退職給付引当金が

１千４百万円増加した一方で、預り保証金が１千万円減少したことによるものであります。

⑤純資産

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ１億９千５百万円増加し

て55億４千２百万円となりました。これは主として、利益剰余金が１億２千９百万円、その他有価証券

評価差額金が６千９百万円増加したことによるものであります。

　

(3)キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、17億８千９百

万円で、第２四半期連結会計期間末に比べ、１億１千６百万円増加いたしました。

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュフローの状況とそれらの要因は以下のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における営業活動による資金の増加は９百万円となり、前年同四半期と

比べ５百万円増加しました。主な内訳は、法人税等の支払額６千９百万円による増加と、税金等調整前

四半期純利益３千６百万円、仕入債務の減少額２千６百万円による減少であります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における投資活動による資金の増加は１億７百万円となり、前年同四半

期と比べ１億４千４百万円増加しました。主な内訳は、定期預金の預入・払戻の差額(純額)１億４百万

円、投資有価証券の償還による収入１億円による増加と、有形固定資産の売却による収入６千７百万円

の減少であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間おける財務活動による資金の増加または減少はなく、前年同四半期と比

べ２千９万円増加しました。これは前年同四半期に自己株式の取得による支出２千９百万円による減

少等がありましたが、当第３四半期連結会計期間においては財務活動によるキャッシュ・フローにお

いて記載すべき取引がなかったことによる差額であります。

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

　

② 【発行済株式】

種類

第３四半期会計期間
末現在発行数

(株)(平成21年12月
31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,000,000 9,000,000ジャスダック証券取引所
単元株式数は1,000株で
あります。

計 9,000,000 9,000,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年12月31日 ─ 9,000,000─ 450,000─ 385,637

　

(5) 【大株主の状況】

環境整備株式会社及びその共同保有者である松本典文氏から、平成21年10月30日付で関東財務局長に

提出された大量保有報告書により、平成20年10月７日現在で以下の株式を所有している旨の報告を受け

ておりますが、当社として当第３四半期会計期間末現在の実質所有状況の確認ができておりません。

なお、大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

環境整備株式会社 栃木県宇都宮市岩曽町１３３３ 450 5.00

松本典文 栃木県宇都宮市 10 0.11

計 ― 460 5.11
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成21年９月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 1,034,000

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 7,922,000 7,922 同上

単元未満株式 普通株式    44,000― 同上

発行済株式総数 　　　　 9,000,000 ― ―

総株主の議決権 ― 7,922 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権１個)含まれ

ております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式925株が含まれております。

② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社白青舎

東京都千代田区岩本町
１丁目３－９

1,034,000 ― 1,034,00011.49

計 ― 1,034,000 ― 1,034,00011.49

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
　４月 　５月 　６月 　７月 　８月 　９月 　１０月 　１１月 　１２月

最高(円) 240 255 279 285 295 281 265 270 300

最低(円) 230 242 250 250 255 261 255 246 270

(注)　株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表については、公認会計士今西浩之氏、公認会計士熊谷康史氏により四半期レ

ビューを受け、当第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３四半

期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表については、公

認会計士小林英氏、公認会計士安彦潤也氏により四半期レビューを受けております。

なお、当社の公認会計士は次のとおり交代しております。

第55期連結会計年度　　　　　　公認会計士 今西 浩之 氏　公認会計士 熊谷 康史 氏

第56期第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

　　　　　　　　　　　　　　　　公認会計士 小林　英　氏　公認会計士 安彦 潤也 氏
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年3月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,933,982 3,201,457

受取手形及び売掛金 1,002,316 853,988

有価証券 18,932 157,809

商品及び製品 18,606 13,732

原材料及び貯蔵品 27,663 20,520

その他 246,408 172,222

貸倒引当金 △2,655 △1,932

流動資産合計 4,245,253 4,417,798

固定資産

有形固定資産 ※
 1,238,983

※
 1,244,535

無形固定資産

のれん 66,937 －

その他 28,190 26,523

無形固定資産合計 95,128 26,523

投資その他の資産

投資有価証券 852,807 546,537

その他 838,000 674,228

貸倒引当金 △8,177 △8,537

投資その他の資産合計 1,682,631 1,212,228

固定資産合計 3,016,743 2,483,287

資産合計 7,261,996 6,901,086

負債の部

流動負債

買掛金 217,052 235,339

短期借入金 50,000 50,000

未払法人税等 156,986 83,147

賞与引当金 61,666 149,254

その他 554,393 381,982

流動負債合計 1,040,099 899,723

固定負債

退職給付引当金 546,873 531,928

負ののれん 33,096 29,350

その他 98,934 92,121

固定負債合計 678,904 653,400

負債合計 1,719,003 1,553,124
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年3月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 450,000 450,000

資本剰余金 385,637 385,637

利益剰余金 4,623,947 4,493,993

自己株式 △301,388 △301,055

株主資本合計 5,158,196 5,028,574

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 129,231 59,425

評価・換算差額等合計 129,231 59,425

少数株主持分 255,564 259,960

純資産合計 5,542,992 5,347,961

負債純資産合計 7,261,996 6,901,086
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日
 至 平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日
 至 平成21年12月31日）

売上高 7,208,450 7,869,259

売上原価 6,268,160 6,938,932

売上総利益 940,290 930,326

販売費及び一般管理費

給料及び手当 188,525 160,941

賞与引当金繰入額 5,393 5,690

のれん償却額 － 11,812

その他 464,153 468,043

販売費及び一般管理費合計 658,073 646,487

営業利益 282,217 283,839

営業外収益

受取利息 9,092 8,788

受取配当金 13,081 7,699

負ののれん償却額 4,384 6,334

雑収入 9,855 11,339

営業外収益合計 36,413 34,161

営業外費用

支払利息 706 1,231

雑損失 1,047 287

営業外費用合計 1,753 1,519

経常利益 316,877 316,481

特別利益

投資有価証券売却益 118 －

固定資産売却益 33,416 2,835

退職給付引当金戻入額 － 19,572

特別利益合計 33,535 22,407

特別損失

固定資産廃棄損 570 583

固定資産評価損 － 920

投資有価証券評価損 2,265 10,798

早期割増退職金 6,007 －

合併関連費用 8,540 －

特別損失合計 17,383 12,302

税金等調整前四半期純利益 333,029 326,586

法人税等 139,065 123,911

少数株主利益 6,159 7,233

四半期純利益 187,804 195,441
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
（自 平成20年10月１日
 至 平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自 平成21年10月１日
 至 平成21年12月31日）

売上高 2,396,442 2,636,740

売上原価 2,048,133 2,294,728

売上総利益 348,308 342,012

販売費及び一般管理費

給料及び手当 56,837 53,093

賞与引当金繰入額 5,393 5,690

のれん償却額 － 3,937

その他 141,576 139,549

販売費及び一般管理費合計 203,808 202,269

営業利益 144,500 139,742

営業外収益

受取利息 3,020 2,639

受取配当金 3,793 533

負ののれん償却額 1,775 2,279

雑収入 2,653 2,110

営業外収益合計 11,243 7,562

営業外費用

支払利息 236 440

雑損失 453 95

営業外費用合計 689 536

経常利益 155,054 146,768

特別利益

固定資産売却益 32,711 2,130

特別利益合計 32,711 2,130

特別損失

固定資産廃棄損 199 273

投資有価証券評価損 2,265 －

特別損失合計 2,464 273

税金等調整前四半期純利益 185,301 148,625

法人税等 76,212 60,644

少数株主利益 2,049 4,078

四半期純利益 107,039 83,901
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
（自 平成20年4月1日
 至 平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成21年4月1日
 至 平成21年12月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 333,029 326,586

減価償却費 55,652 50,131

のれん償却額 － 11,812

負ののれん償却額 △4,384 △6,334

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,568 362

賞与引当金の増減額（△は減少） △108,607 △107,847

退職給付引当金戻入額 － △19,572

退職給付引当金の増減額（△は減少） △26,210 △20,917

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △18,770 －

長期未払金の増減額（△は減少） △16,960 －

受取利息及び受取配当金 △22,174 △16,487

支払利息 706 1,231

投資有価証券評価損益（△は益） 2,265 10,798

投資有価証券売却損益（△は益） △118 －

固定資産評価損 － 920

固定資産廃棄損 570 583

固定資産売却損益（△は益） △33,416 △2,835

売上債権の増減額（△は増加） △55,144 △148,327

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,071 △12,015

前払費用の増減額（△は増加） 15,598 15,064

仕入債務の増減額（△は減少） △9,732 △18,286

未払費用の増減額（△は減少） △69,203 54,850

未払消費税等の増減額（△は減少） △2,952 31,749

その他 82,456 12,520

小計 119,963 163,989

利息及び配当金の受取額 21,689 17,838

利息の支払額 △678 △1,229

法人税等の支払額 △178,675 △52,753

営業活動によるキャッシュ・フロー △37,701 127,844
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
（自 平成20年4月1日
 至 平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成21年4月1日
 至 平成21年12月31日）

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △853,041 △1,363,078

定期預金の払戻による収入 769,005 1,103,041

有価証券の取得による支出 △43,624 －

有価証券の売却による収入 42,577 38,876

投資有価証券の取得による支出 △14,192 △209,195

投資有価証券の売却による収入 348 －

投資有価証券の償還による収入 － 100,000

有形固定資産の取得による支出 △17,630 △33,963

有形固定資産の売却による収入 71,593 5,008

長期貸付けによる支出 △5,721 △1,377

長期貸付金の回収による収入 6,112 3,116

事業譲受による支出 － ※２
 △24,961

その他 △4,381 △17,962

投資活動によるキャッシュ・フロー △48,955 △400,495

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △38,947 △332

配当金の支払額 △64,879 △63,731

少数株主からの株式買取りによる支出 △2,000 △500

少数株主への配当金の支払額 △1,290 △1,050

財務活動によるキャッシュ・フロー △107,117 △65,614

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △193,774 △338,265

現金及び現金同等物の期首残高 1,828,405 2,116,585

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ 10,753

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,634,630

※１
 1,789,073
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

１．連結の範囲の変更

第１四半期連結会計期間より、重要性が増したハクセイサービス株式会社を連結の範囲に含めております。
 

　

【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

１．固定資産の減価償却の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。
 

２．繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況

に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニ

ングを利用する方法によっております。　

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

１．税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
 

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※　有形固定資産の減価償却累計額　　943,930千円 ※　有形固定資産の減価償却累計額　　917,735千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

※１　現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間

末残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されて

いる科目の金額との関係(平成20年12月31日現在）

現金及び預金 2,719,497千円

有価証券 157,455 〃

計 2,876,952千円

預入期間が３か月超の定期預金 △1,084,866 〃

MMF及びCP以外の有価証券 △157,455 〃

現金及び現金同等物 1,634,630千円

 

※１　現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間

末残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されて

いる科目の金額との関係(平成21年12月31日現在）

現金及び預金 2,933,982千円

有価証券 18,932 〃

計 2,952,914千円

預入期間が３か月超の定期預金 △1,144,908 〃

MMF及びCP以外の有価証券 △18,932 〃

現金及び現金同等物 1,789,073千円

 

　 ※２会社分割(吸収分割)により増加した資産及び負債の

主な内訳

当社の連結子会社であるハクセイサービス株式会

社において松坂サービス株式会社からの会社分割

(吸収分割)により増加した資産及び負債の内訳は次

のとおりであります。

流動資産 11,505千円

固定資産 10,400 〃

のれん 78,750 〃

資産合計 100,655千円

流動負債 △20,259 〃

固定負債 △55,435 〃

負債合計 △75,694千円

事業譲受による支出 △24,961千円

 
　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日

　至　平成21年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 9,000,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 1,034,925

　
３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成21年６月25日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 63,731 8.00平成21年３月31日 平成21年6月26日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。
　
４　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

EDINET提出書類

株式会社白青舎(E04774)

四半期報告書

19/31



(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)

　
ビルメンテ
ナンス事業
(千円)

警備事業
(千円)

総合アウト
ソーシング
事業
(千円)

その他
の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

1,437,319765,41559,024134,6832,396,442― 2,396,442

　(2) セグメント間
　　　の内部売上高
　　　又は振替高

14,823 ― ― 577 15,401(15,401) ―

計 1,452,142765,41559,024135,2612,411,844(15,401)2,396,442

営業利益 95,98634,165△2,06716,579144,664(164)144,500

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な内訳

(1) ビルメンテナンス事業………清掃請負・不動産の管理保全

(2) 警備事業………………………警備

(3) 総合アウトソーシング事業…出納・事務系営業支援・作業系営業支援

(4) その他の事業…………………運送・保管等

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　
ビルメンテ
ナンス事業
(千円)

警備事業
(千円)

その他
の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

1,791,109712,954132,6762,636,740 ― 2,636,740

　(2) セグメント間
　　　の内部売上高
　　　又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,791,109712,954132,6762,636,740 ― 2,636,740

営業利益 88,671 36,894 16,043141,609(1,866)139,742

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な内訳

(1) ビルメンテナンス事業………清掃請負・不動産の管理保全

(2) 警備事業………………………警備

(3) その他の事業…………………運送・保管等

３　事業区分の変更

従来、区分表示しておりました総合アウトソーシング事業は、重要性がないため、第１四半期連結累計期間か

ら「その他の事業」に含めて表示することに変更いたしました。

変更後の区分によった場合の事業の種類別セグメント情報は以下のとおりであります。

前第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　

　
ビルメンテ
ナンス事業
(千円)

警備事業
(千円)

その他
の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

1,437,319765,415193,7072,396,442 ― 2,396,442

　(2) セグメント間
　　　の内部売上高
　　　又は振替高

14,823 ― 577 15,401(15,401) ―

計 1,452,142765,415194,2852,411,844(15,401)2,396,442

営業利益 95,98634,16514,512144,664(164)144,500
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前第３四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年12月31日)

　
ビルメンテ
ナンス事業
(千円)

警備事業
(千円)

総合アウト
ソーシング
事業
(千円)

その他
の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

4,252,7952,239,459307,050409,1457,208,450― 7,208,450

　(2) セグメント間
　　　の内部売上高
　　　又は振替高

42,817 ― ― 1,86044,677(44,677) ―

計 4,295,6132,239,459307,050411,0057,253,128(44,677)7,208,450

営業利益 289,609136,36915,74644,238485,963(203,745)282,217

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な内訳

(1) ビルメンテナンス事業………清掃請負・不動産の管理保全

(2) 警備事業………………………警備

(3) 総合アウトソーシング事業…出納・事務系営業支援・作業系営業支援

(4) その他の事業…………………運送・保管等

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

　
ビルメンテ
ナンス事業
(千円)

警備事業
(千円)

その他
の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

5,318,5382,117,988432,7317,869,259 ― 7,869,259

　(2) セグメント間
　　　の内部売上高
　　　又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 5,318,5382,117,988432,7317,869,259 ― 7,869,259

営業利益 282,766161,13329,888473,789(189,949)283,839

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な内訳

(1) ビルメンテナンス事業………清掃請負・不動産の管理保全

(2) 警備事業………………………警備

(3) その他の事業…………………運送・保管等

３　事業区分の変更

従来、区分表示しておりました総合アウトソーシング事業は、重要性がないため、第１四半期連結累計期間か

ら「その他の事業」に含めて表示することに変更いたしました。

変更後の区分によった場合の事業の種類別セグメント情報は以下のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　

　
ビルメンテ
ナンス事業
(千円)

警備事業
(千円)

その他
の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

4,252,7952,239,459716,1957,208,450 ― 7,208,450

　(2) セグメント間
　　　の内部売上高
　　　又は振替高

42,817 ― 1,860 44,677(44,677) ―

計 4,295,6132,239,459718,0557,253,128(44,677)7,208,450

営業利益 289,609136,36959,984485,963(203,745)282,217
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)及び当第３四半期連結会
計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)並びに前第３四半期連結累計期間(自　平成20年４
月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月
31日)
在外連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)及び当第３四半期連結会
計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)並びに前第３四半期連結累計期間(自　平成20年４
月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月
31日)
海外売上高がないため、該当事項はありません。
　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変
動がありません。
　

(デリバティブ取引関係)

当社グループは、デリバティブ取引をまったく利用していないため、該当事項はありません。
　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。
　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 663.83円
　

　 　

　 638.68円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期
連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 5,542,992 5,347,961

普通株式に係る純資産額(千円) 5,287,428 5,088,000

差額の主な内訳(千円) 　 　

  少数株主持分 255,564 259,960

普通株式の発行済株式数(株) 9,000,000 9,000,000

普通株式の自己株式数(株) 1,034,925 1,033,585

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(株) 7,965,075 7,966,415

　

２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第３四半期連結累計期間

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 23.26円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―円
　

１株当たり四半期純利益金額 24.54円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―円
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 187,804 195,441

普通株式に係る四半期純利益(千円) 187,804 195,441

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 8,075,606 7,965,377

第３四半期連結会計期間

　
前第３四半期連結会計期間
(自  平成20年10月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 13.33円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―円
　

１株当たり四半期純利益金額 10.53円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―円
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成20年10月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 107,039 83,901

普通株式に係る四半期純利益(千円) 107,039 83,901

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―
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普通株式の期中平均株式数(株) 8,030,803 7,965,075
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(重要な後発事象)

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

１．中央管財株式会社との株式交換

当社は連結子会社である中央管財株式会社（以下、「中央管財」という。）との間で、当社を株式交

換完全親会社、中央管財を株式交換完全子会社とするための株式交換（以下、「本株式交換」とい

う。）を、平成21年11月24日開催の取締役会における決議に基づき、平成22年１月31日に実施いたしま

した。

株式交換の概要は、以下のとおりであります。

(1)株式交換の目的

当社グループは、ビルメンテナンス事業及び警備事業を主要な事業目的としておりますが、そ

の中で中央管財は、主として官公庁等を対象として事業展開を図っている当社の主要な連結子会

社であります。

当社グループは、未だかつてない厳しい経営環境の下で、前連結会計年度よりスタートした

「白青舎グループ中期計画」を基軸に激変する経営環境に即応した事業運営への切り替えを強

力に推し進め、グループ経営の効率化を推進しております。

今後、当社グループが持続的な成長を続けていくためにも、中央管財を当社の完全子会社とし、

意思決定の迅速化と機動性を高めることが重要であると判断いたしました。

(2)株式交換の日(効力発生日)

平成22年１月31日

(3)株式交換の方法

株式交換日の前日の最終の中央管財の株主名簿に記録された株主に対し、当社普通株式

258,000株を割当交付いたしました。

(4)株式交換比率

中央管財の普通株式１株に対し、当社普通株式12株を割当て交付いたしました。

なお、株式交換日の前日の最終の中央管財の株主名簿に記録された、当社が保有する中央管財

の普通株式38,500株につきましては、本株式交換による割当てを行っておりません。

(5)株式交換比率の算定根拠

株式交換比率の算定につき、当社および中央管財は蓮見知孝公認会計士事務所に依頼し、その

算定結果を参考として、当事者間で協議し株式交換比率を決定いたしました。

蓮見知孝公認会計士事務所は、当社については市場株価平均法による分析を行い、中央管財に

ついては類似会社比準方式およびディスカウンテッド・キャッシュ・フロー法(ＤＣＦ法)によ

る分析を行い、それぞれの結果を総合的に勘案して当社と中央管財の株式交換比率を算定してお

ります。

(6)中央管財株式会社の資産・負債の状況等（平成21年３月31日現在）

資産 金額(千円) 負債・純資産 金額(千円)

流動資産 721,869流動負債 133,163

固定資産 259,377固定負債 16,210

　 　 純資産 831,873

合計 981,247 合計 981,247
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(7)株式交換の相手会社の名称等

名称 中央管財株式会社

代表者 取締役社長 筒井龍次

本店所在地 東京都千代田区岩本町一丁目３番９号

資本金 30百万円（平成21年３月31日現在）

事業の内容 ビルメンテナンス業、警備業

(8)株式交換完全親会社となる会社の概要

資本金 450百万円（平成21年３月31日現在）

事業の内容 ビルメンテナンス業、警備業

(9)実施した会計処理の概要

本株式交換は、「企業結合に係る会計基準」（企業会計審議会　平成15年10月31日）及び「企

業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平

成19年11月15日公表分）に基づき、共通支配下の取引等を適用した会計処理を実施しておりま

す。本株式交換により負ののれんが発生し、５年間の均等償却といたしますが、金額については現

時点で未定であります。

　

２．自己株式の取得

平成22年２月８日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用さ

れる同法第156条の規定に基づき、自己株式を取得することを決議し、平成22年２月９日に実施いたし

ました。

(1)自己株式の取得を行う理由

経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の遂行を可能とするため。

(2)自己株式の取得に関する取締役会の決議内容

取得する株式の種類　　当社普通株式

取得する株式の総数　　99,000株(上限)

　　　　　　　　　　　　(発行済株式総数に対する割合(自己株式を除く)1.20％)

株式の取得価額の総額　27,027,000円(上限)

取得する期間　　　　　平成22年２月９日

取得方法　　　　　　　ジャスダック証券取引所における立会外取引市場

(3)自己株式の取得結果

取得株式数　　　　　　90,000株

取得総額　　　　　　　24,570,000円
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月11日

株式会社　白　青　舎

取締役会  御中

　

公認会計士今西浩之事務所

　

　 　 公認会計士   今　西　浩　之    　 印

　

熊谷康史公認会計士事務所

　

　 　 公認会計士   熊　谷　康　史 　    印

　

　

私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

白青舎の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成20年

10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日

まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者

にあり、私たちの責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビュー

を行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社白青舎及び連結子会社の平成20年12月31

日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績

並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年２月12日

株式会社　白　青　舎

取締役会  御中

　

小林英公認会計士事務所

　

　 　 公認会計士　　小　林　　英　　　　　印

　

安彦潤也公認会計士事務所

　

　 　 公認会計士　　安　彦　潤　也　　　　印

　

　

私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

白青舎の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成21年

10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日

まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者

にあり、私たちの責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビュー

を行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社白青舎及び連結子会社の平成21年12月31

日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績

並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

１．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成22年１月31日に、中央管財株式会社を完全子会社と

する株式交換を実施した。

２．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成22年２月８日に自己株式の取得に関する取締役会

決議を行い、平成22年２月９日に自己株式を取得した。

　

会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上
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(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。

EDINET提出書類

株式会社白青舎(E04774)

四半期報告書

31/31


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産、受注及び販売の状況
	２事業等のリスク
	３経営上の重要な契約等
	４財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)ライツプランの内容
	(4)発行済株式総数、資本金等の推移
	(5)大株主の状況
	(6)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	第３四半期連結会計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	継続企業の前提に関する事項
	四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	簡便な会計処理
	四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理
	追加情報
	注記事項
	事業の種類別セグメント情報
	所在地別セグメント情報
	海外売上高


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

